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第108回全国高等学校野球選手権宮城大会 
□大会第１０日目 7 月 22 日 （ 水 ）

四 三 残 失 併
東北学院榴ケ岡 2 0 0

分 打 安 点 盗 犠準々決勝 仙台市民球場 2 時間 7
2 1

仙 台 城 南 0 0 0 1 0
6 3 1 3 3 50 0 0 4 【東】 300 0 0 00 0 0 2

【仙】 32 8 10 0 0 0
50

【東】 伊藤泰 ― 遠藤 ▽三塁打 七森(榴)
【仙】 佐藤,髙橋 ― 福地

（球） 野田　学 （一） 曽根　徳明 （二） 山下　大輔

2
（ ）

▽本塁打 なし（三） 鴇田　代志昭

0 3 0 4 7 21

【評】

ベスト4進出を決める一戦は序盤のリードを保った東北学院榴ケ岡高校が勝利した。
　東北学院榴ケ岡は初回仙台城南先発佐藤の立ち上がりを攻め、4番遠藤のライト線を破る二塁打で2点を先制。その後
両チームともに投手陣が踏ん張る展開。4回裏に5番小野寺の犠飛で1点を返して試合の流れを引き寄せかけた。しかし榴
ケ岡は追加点を許さず最少失点で切り抜けた。迎えた7回表、2番手で6回から登板した仙台城南主戦の高橋から1番七森
の三塁打で2点を追加し試合を決定づけた。
　仙台城南は投手を中心とした堅い守りで粘り強く試合を進めていたが、榴ケ岡主戦の伊藤の前にあと一本が出なかっ
た。
　東北学院榴ケ岡は初回の先制攻撃と7回の効果的な追加点、そして主戦伊藤の安定した投球で攻守がかみ合い4対1で勝
利。次戦へ弾みをつける一戦となった。

準々決勝 仙台市民球場 2 時間 12 分 打

▽二塁打 遠藤 (東)
▽暴投 なし ▽捕逸 なし 福地 (仙)

1 0 1 0
残 失 併

東 陵 0 1 0 0 0
安 点 盗 犠 四 三

20 3 4 6 8 10 3 【東】 31 8 30 0 0 0 0

残

ベスト4進出を決める一戦は東陵高校が効果的に得点を重ね勝利した。
　東陵高校は2回表、石巻高校先発の後藤を攻め7番姉崎の右越3塁打で先制する。6回表には4番新野、5番齋藤の連打で1
点を追加した。反撃したい石巻高校は6回裏、3番白出が四球で出塁し、盗塁を決めチャンスを作ると、相手のエラーで1
点を返す。さらに7回裏にも内野安打と四球でチャンスを作るが、代わって登板した岩渕が抑え、東陵高校がピンチを凌
いだ。8回表には東陵高校が連打でチャンスを作り、5番齋藤の犠牲フライで追加点を奪い、粘る石巻高校を振り切っ
た。
　東陵高校は先発の佐藤夏、２番手の岩渕が石巻高校打線を封じ、中軸の連打で終始優位に試合を進めた。
　石巻高校は先発後藤が粘りのピッチングで完投するなど守りでリズムを作り、粘りを見せるも、なかなか得点を奪え
なかった。
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▽本塁打 なし

【石】 29 4 0 1 10 0 0 0 10 0 0石 巻 0 0 0 0 0 1

（三） 菅原　幸
【東】 佐藤夏,岩淵 ― 大堀
（球） 新野　祥平 （一） 西山　充 （二） 鈴木　悠司

4 8 6 00 0

準々決勝 石巻市民球場 2 時間 49 分 打 安

後藤2(石) ▽捕逸 なし なし (石)

【評】

▽三塁打 姉崎,齋藤(東)
【石】 後藤 ― 齋藤

▽二塁打
新野,池田悠 (東)

▽暴投

失 併点 盗 犠 四 三

仙 台 育 英 3 0 0 0
0 3 4 7 1

5 【仙】 29 7 8 0 9
0古 川 学 園 0 0 0

毛利　晃 （二） 西城　皇祐
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▽本塁打 なし

21 【古】 32 5 0 20 0 0 0 00 1 00 0 0

準々決勝 石巻市民球場 2 時間 32 分 打

▽二塁打
菊地

2 0 0 0 X

【古】 須田,吉田,桐生,菊地 ― 佐藤泉 ▽三塁打 小久保(仙)
【仙】 古川,福井,梶井 ―

(古)
▽暴投 古川2,福井2(仙) ▽捕逸 なし 髙岡 (仙)

残 失 併
東 北 0 1 1 3 1

安 点 盗 犠 四 三

【評】
夏の選手権宮城大会準決勝に進出したのは仙台育英学園高校。先制したのは育英。初回１番小久保のライトオーバーの３塁打後、2番

齋藤の中前適時打で先制。その後４番田山の右前適時打、５番高岡の内野ゴロでも得点し、この回合計３点を取った。５回にも１番

小久保の右前安打後、２つの四球で満塁とし、５番高岡の左適時二塁打で２点を挙げ試合を有利に進めが、投手の暴投や守備での失

策が目立ち本来の調子とは言えない印象がした。

一方、古川学園は、初回１番菊地の遊撃内野安打で出塁し、すかさず二盗を決め、ノーアウト２塁の絶好の機会を作ったが、得点す

ることができず、また２回、３回とも三塁走者が果敢に本塁を狙ったが、得点することが出来ず主導権を握ることができなかった。

古川学園が得点したのは、８回。１番菊地のラッキーなセンターへの二塁打で出塁し、敵失で１・３塁とし、暴投で１点を返した

が、その後は得点することができなかった。守備では２つのダブルプレーを取るなど投手陣を盛り上げた。

（三） 千葉　裕介

5 1 1

柴田

（球） 雁部　博昭 （一）

3 4 4 3 2
0

37 【東】 30 5 6 30 1 0 0
0 3 【仙】 32 700 1 0 9 9

酒井,佐藤有 ― 道下

（球） 佐藤　圭 （一） 三浦　徹 （二） 佐々木　瞭太

0 0
( ）

▽本塁打 なし

仙 台 商 業 0 0 0

（三） 新田　健治

1 02 1 600 0

【評】
第2シード東北と実力校仙台商業の準々決勝は、序盤に機動力を生かし効果的に得点を重ねた東北が試合を制した。先制は東北。2回

先頭の4番矢野が四球で出塁、盗塁と犠打で1死3塁とし、6番三浦の遊ゴロの間に本塁生還。3回も8番笠が四球で出塁し、9番鈴木の左

前安打で無死1・3塁、1死後に2番梅田の遊ゴロで本塁に生還し2点目を挙げた。4回には2本の3塁打を含む3安打を集め、犠打野選など

も絡み一挙3得点を挙げ試合の主導権を握った。一方の仙台商業は、4回先頭の4番神田、5番道下の連続安打と犠打で1死2・3塁とチャ

ンスを拡大すると、7番代打塩田の打球が東北内野守備のミスを誘い、２点を返した。7回にも代わった東北の投手狩野の立ち上がり

を攻めた。連続四球と3番大久保の遊内野安打で1点を返し、なおも無死満塁としたが、5番道下が投前併殺打に倒れ万事休す。東北は

5回にも5番佐藤良の遊ゴロの間に1点、7回には1死3塁から捕逸で1点を追加し、粘る仙台商業を突き放した。堅実な守備と、東北高校

を上回る7安打を放って好機を演出した仙台商業であるが、機動力を生かし着実に得点を重ね、3投手の継投で反撃を抑え込んだ東北

が準決勝進出を決めた。

▽二塁打 なし (東)
▽暴投 なし ▽捕逸 道下1(仙) なし (仙)
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【東】 金沢,市川,狩野 ― 荒川 ▽三塁打 矢野,荒川(東)
【仙】


